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めた。アカシア生息帯を 12 箇所選び、1995 年時
点と 2005 年の、禁牧区と非禁牧区の生態を比較
すると、禁牧区では 10 年間に、総じて木の成長
は鈍り、枯死する木が倍増していた。詳細な解析
の結果、アカシアが蜜腺や蟻の生息場所 domatia
の量を減じた事が判明した。その結果、四種の蟻
の間の勢力関係や行動が変化し、アカシアの幹に
幼虫の巣穴を穿つ害虫が増加した。草食動物によっ
て食べられるという、アカシアにとって一見不利
に見える状況が、大局的にはアカシアの生存に利
する事が判明した。
　複雑な生物系に関し、特定の構成要素のみに着
目し、その要素の利益を想定してヒトが促進的介
入を行った場合、想定外の結果を来たし、それが
大きな弊害となる可能性が示唆される。
　生態系は、多様な生物が影響を及ぼしあいなが
ら進化すること（共進化）によって形作られる。
共進化を研究する際、これまで競争や捕食という
関係が注目されがちであったが、相互に利益を与
え合う相利共生に注目した研究が盛んになりつつ
ある。
　異なった種の間の特異的な共生関係を支える生
化学的基盤については、これまでほとんど実証さ
れていなかった。今回の研究では、アカシアの生理・
形態的変化の分子段階での解析も行われた。今後、
遺伝子段階から、生物個体の行動、種内の社会、
生態系まで様々な階層をつなぐ研究が進むと期待
されている。
注：生物の共生 symbiosis とは、二種の生物が、
生理的・生態的に緊密な関係を保ちながら、共に
生存する事である。その中でも、双方が得をする
関係を相利共生 mutualism という。他の共生の
仕方には、一方が得をして他方が損をする寄生 
parasitism や、一方が得をして他方は得も損もし
ない片利共生 commensalism がある。
　競争や捕食、共生といった関係に基づく、進化
の概念は、経済理論にも応用されている。
